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第２章 アウトプットの種類と概要 

 

第１節 出力票の紹介（レーダーチャート） 

分析結果はレーダーチャートからなる出力票の形式である。レーダーチャートに表示され

るのは当該企業の得点だけではなく、「高齢者活用の高パフォーマンス企業」（後述）の得点

も同時に表示されており、両者を比較することで当該企業はベンチマークたる先進企業との

差を認識できる。 

 レーダーチャートは前掲図表 4-1-1 のチェックリストの 1 ページ目から 3 ページ目にある

高齢者活用の現状に対する質問につき、回答企業の得点と「高齢者活用の高パフォーマンス

企業」の得点が視覚的に比較できるように表示されている。図表 4-2-1 では 6 つの大項目そ

れぞれの平均得点が比較されている。この平均得点は、大項目を構成している小項目（大項

目ごとに小項目数は異なり、4 から 9 項目）の平均値である。図表 4-2-2～図表 4-2-7 では、

大項目別に、構成要素である小項目間を比較できるように表示されている。以下、試行段階

で実際にアドバイザー委員が使用した 7 種類のレーダーチャートの例を示す。 

 

①雇用力 6 要素 

6 種類の大項目について、それぞれの平均値とベンチマークデータとの比較である。 

 

図表 4-2-1 雇用力 6 要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       出所）アドバイザー委員作成資料 
       注）表中のコメントはアドバイザー委員が独自に作成したものである。 
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活用方針・
風土

期待役割

仕事内容・
就労条件

評価・処遇

意識啓発・
能力開発

推進体制

　「上位10％」企業（444件）　【高齢者比率×活用度
（問10①+②+③）】

貴社データ

（１）「７０歳まで働ける企業」実現に向けた貴社の雇用力を
評価しています。

・ 基準となるベンチマーク企業は、　調査企業５２００社のう
ち上位１０％（４４４社）の平均値です（青線）。

（２）上位１０％のベンチマーク企業と比較して、　貴社は１
勝４敗１引分であり、かなり問題含みの状況です。

・どのような所が問題なのか、また、どのような所が優れてい
るのか、以下、要素ごとに詳しく検討してみます。
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②活用方針・風土作り 

大項目「活用方針・風土作り」の 4 つの小項目の回答状況とベンチマークとの比較である。 

 

図表 4-2-2 活用方針・風土作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       出所）アドバイザー委員作成資料 
       注）表中のコメントはアドバイザー委員が独自に作成したものである。 

 

③期待する役割 

大項目「期待する役割」の 6 つの小項目の回答状況とベンチマークとの比較である。 

 

図表 4-2-3 期待する役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       出所）アドバイザー委員作成資料 
       注）表中のコメントはアドバイザー委員が独自に作成したものである。 

0

1

2

3

4

①高齢者活用が時代や社会の要請で
あることを経営者や管理者は認識している

②会社にとって高齢者は戦力である
という方針を持っている

③経営者や管理者は社員に対して
高齢者活用の大切さを働きかけている

④高齢者が会社にとって戦力
であることを社員が理解している

　【高齢者比率×活用度（問10①+②+③）】「上位
10％」企業（444件）

貴社データ

（１）高齢者雇用の「活動方針・風土作り」は、企業
の「取組み姿勢」 を表す重要な項目です。
しかし貴社の状況は、４項目のうち３項目までが
「あまりあてはまらない」という否定ゾーンに入って
います。
 ↓
・その大きな要因は、②の「高齢者は戦力」である
という方針を確立していないことにあると思いま
す。

（２）高齢者雇用においては、「高齢者は戦力」で
あるとして期待し・活用しない限り、企業にとって
のメリットは生まれません。
 ↓
Ｑ：貴社では、何故に「高齢者は戦力」であると認
識できないのか、率直に討議したいと思います。
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①高齢者の活用にあたっては、
資格を重視している

②高齢者の活用にあたっては、
技術や技能、経験を重視している

③高齢者の活用にあたっては、
若年者への技術や技能の伝承

を重視している

④高齢者の活用にあたっては、
健康を重視している

⑤高齢者の活用にあたっては、
勤務態度を重視している

⑥高齢者の活用にあたっては、
会社の期待や果たすべき役割を

本人に明確に伝えている

　【高齢者比率×活用度（問10①+②+③）】「上位
10％」企業（444件）

貴社データ

（１）このグラフでは、貴社が「高齢者に多くを期待
していない」ことが表れています。
・貴社が重視しているのは、　②「技術・技能・経
験」、　④「健康」、　⑤「勤務態度」です。

・他方、次の３項目には否定的です。
　　①「資格」、　③「技術・技能の伝承」、
　　⑥「期待の表明」。

（２）否定的に見られている項目をとりあげて、そ
の意味や効能について、率直に検討したいと思
います。
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④仕事内容・就労条件 

大項目「仕事内容・就労条件」の 9 つの小項目の回答状況とベンチマークとの比較である。 

 

図表 4-2-4 仕事内容・就労条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       出所）アドバイザー委員作成資料 
       注）表中のコメントはアドバイザー委員が独自に作成したものである。 

 

⑤評価・処遇 

大項目「評価・処遇」の 7 つの小項目の回答状況とベンチマークとの比較である。 

 

図表 4-2-5 評価・処遇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        出所）アドバイザー委員作成資料 
        注）表中のコメントはアドバイザー委員が独自に作成したものである。 
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①高齢者になっても、原則として
元の仕事を継続させている

②高齢者が働きやすいように
仕事内容に工夫を加えている

（配置、作業チームの再編など）

③仕事内容を決めるにあたっては、
高齢者の特性（勤勉性、体力低下等）

を考慮している

④仕事内容を決めるにあたっては、
高齢者の希望を考慮している

⑤仕事内容を決めるに
あたっては、本人の能力や
意欲を活かすようにしている

⑥高齢者が働きやすいように
作業環境の改善（軽作業化、自動化、

 照明の改善など）を進めている

⑦本人の要望に応じて有給休暇を
取得できるようにしている

（年次有給休暇とは別の有休も含む）

⑧本人の要望に応じて
短時間勤務や隔日勤務も

できるようにしている

⑨健康診断メニューの中に
高齢者に配慮した項目を加えている

（がん検診等）

　【高齢者比率×活用度（問10①+②+③）】「上位
10％」企業（444件）

貴社データ

（１）このグラフでは、高齢者の「活用の仕方」を見
ています。

・評価できるのは、次の項目だけです。
①「元の仕事を継続」、⑧「勤務時間の柔軟性」
⑤「本人の能力や意欲を活かす」

（２）その他の６項目については、改善が必要だと
考えます。
・問題の項目について、率直に検討したいと思い
ます。
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①高齢者に対しても評価を行っている
（普段の働きぶりや、業績に対する

評価など）

②高齢者になると賃金の支払形態を
変えている（月給制から日給制や

時給制への変更など）

③高齢者になると賃金額や
賃金の決め方を変えている

④高齢者の賃金にも
昇給がある

⑤高齢者にも
賞与が支給されている

⑥高齢者の賃金額は、本人の受け取る
公的給付（在職老齢年金、高年齢雇
用継続給付）を考慮して決めている

⑦高齢者の賃金額は、本人の収入状況
（働かなければ生活できないといった

状況等）を考慮して決めている

　【高齢者比率×活用度（問10①+②+③）】「上位
10％」企業（444件）

貴社データ

（１）評価・処遇の在り方に関しては、評価得点と、雇用
制度の良し悪しとは必ずしも関連していません。
 ↓
・項目ごとに、その意味を考え、「自社はどうあるべき
か」 を検討して頂きたいと思います。
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⑥意識啓発・能力開発 

大項目「意識啓発・能力開発」の 7 つの小項目の回答状況とベンチマークとの比較である。 

 

図表 4-2-6 意識啓発・能力開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       出所）アドバイザー委員作成資料 
       注）表中のコメントはアドバイザー委員が独自に作成したものである。 

 

⑦活用の推進体制 

大項目「活用の推進体制」の 5 つの小項目の回答状況とベンチマークとの比較である。 

 

図表 4-2-7 活用の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       出所）アドバイザー委員作成資料 
       注）表中のコメントはアドバイザー委員が独自に作成したものである。 
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①勤労意欲や能力の維持・向上に努める
ように、高齢者に働きかけている

②高齢者になると賃金額や賃金の
決め方が変わることを理解して

もらうように努めている

③高齢者になると仕事が変わることを
理解してもらうよう努めている

④社員が生涯現役でいら
れるように、若いときから専門

能力・技能を身につけさせている

⑤高齢期（60歳以上）に
おける仕事生活を設計する

ための教育を高齢期前に実施
している（ライフプランセミナーの実

⑥高齢者に対しても教育訓練を
行っている（資格取得の奨励や

社外セミナーなども含む）

⑦高齢者の自己啓発を支援している
（費用負担や休暇付与など）

　【高齢者比率×活用度（問10①+②+③）】「上位
10％」企業（444件）

貴社データ

（１）「意識啓発・能力開発」に関しては、次の２点が問
題です。

④「若いときから専門能力・技能を身につけさせる」
⑦「自己啓発を支援する」
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①高齢者が働きやすい職場に
するための取組み（改善活動、
提案制度など）を進めている

②上司との面談等によって、
高齢者と緊密なコミュニ
ケーションを図っている

③経営者や管理者が
高齢者の働きぶり（安全、

健康状態、仕事のし易さなど）
を確認するようにしている

④社員と高齢者が話し合える場
（懇親会等）を設けている

⑤就業規則に定めるなどして、
高齢者の雇用年限、仕事・賃金の

条件等を制度化している（高齢者の
就労条件等の明文化など）

　【高齢者比率×活用度（問10①+②+③）】「上位
10％」企業（444件）

貴社データ

・ 高齢者活用の「推進体制」に関しては、貴社は、ベ
ンチマーク企業よりも高得点であり、特に問題はあり
ません。

しかし、他の評価項目が低得点であることを考える
と、「制度」がうまく機能しているかどうか、再検討が必
要です。
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データ表とレーダーチャートにより、企業の回答状況、すなわち企業の取組みの程度が分

かりやすく表示され、企業は自社の高齢者施策の強みや弱みが分かり、またアドバイザーに

とっては高齢者活用推進に向けた説得、アドバイスのキーポイントが明確化し、アドバイス

活動が円滑になる。 

 

第２節 ベンチマーク企業との比較 

 回答企業の得点と比較されるのは「高齢者活用の高パフォーマンス企業」の得点である。

「高齢者活用の高パフォーマンス企業」は高齢・障害者雇用支援機構が 2009 年 2 月に実施し

た調査（「『70 歳まで働ける企業』実現に向けた課題と方向に関するアンケート調査」）に回

答した企業であり、以下のプロセスを経て「高齢者活用の高パフォーマンス企業」と判定さ

れたものである。 

 

1）同調査の問 2「貴社の従業員数は。（派遣社員や請負社員は除いてお答えください）」にお

ける回答で 65 歳以上の高齢者雇用比率を算出し、以下のように得点化した。 

 ・0 パーセント･････････････････1 点 

・0.01～2.5 パーセント未満･････2 点 

・2.5～5.0 パーセント未満･･････3 点 

・5.0～7.5 パーセント未満･･････4 点 

・7.5～10.0 パーセント未満･････5 点 

・10.0～15.0 パーセント未満････6 点 

・15.0～20.0 パーセント未満････7 点 

・20～30.0 パーセント未満･･････8 点 

・30.0 パーセント以上･･････････9 点 

 

2）問 20「高齢者を雇用する理由として、貴社は以下の点をどの程度重視していますか。」（9

項目からなる質問で、各項目につき、「重視している」、「やや重視している」、「あまり重

視していない」、「重視していない」の 4 つから選んで回答）のうちの 3 項目、すなわち、 

①高齢者の管理能力・指導力を活用したいから 

②高齢者の専門能力（専門知識・熟練技能・人脈等）を活用したいから 

③高齢者の特性（労働意欲・信頼性・勤勉さ等）を評価しているから 

の回答を得点化した。具体的には、 

「重視している」 4 点 

「やや重視している」 3 点 

「あまり重視していない」 2 点 

「重視していない」 1 点 
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として得点化する。3 項目の回答の得点を合算すると 3 点から 12 点となる。 

 

3）上記の 1）と 2）で求めた得点を合算して「高齢者活用得点」を算出、全回答企業の上位

10 パーセント（444 社）を抽出した。 

 「高齢者活用得点」の高い企業ほど高齢者活用が進んでいると考えられる。このようなプ

ロセスを経て抽出された「高齢者活用の高パフォーマンス企業」をベンチマーク企業とし、

チェックリスト回答企業の回答状況（得点）と比較できるようにしている。 

 

第３節 アウトプットに対するアドバイス 

 チェックリスト回答企業は 6 つの大項目ごと、また大項目内の計 38 の小項目それぞれにつ

いて「高齢者活用の高パフォーマンス企業」と比較できるようになっているが、自社が高パ

フォーマンス企業に得点で劣っている場合、どうすれば追いつけるのかに企業が関心を示し

たり、また、アドバイザーの方が企業担当者に気付かせるきっかけとなる情報を必要とする

ことが考えられる。その場合、当該企業と同じ業種や規模であれば効果的な例示になる。 

 章末の参考資料はアドバイザーから企業へのアドバイスの際に有用と思われる事例を簡略

化して掲載している。いずれの事例も公刊されている文献から引用しており、この参考資料

に掲載された事例をアドバイザーがより深く知ることができるように、引用文献も掲載され

ている（P.169～P.185 を参照）。 

 

 




